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平均値 標準偏差 分 散
「個」としてのアイデンティティ尺度
「自己への信頼感・効力感」 2．31 0．65 0．42
「将来展望」 2．66 0．70 0．48
「自律性」 2．56 0．60 0．37
「個」としてのアイデンティティ尺度得点 2．51 0．48 0．23
「関係性」に基づくアイデンティティ尺度
「自己を取り巻く世界への信頼感と関係性の価値づけ」 3．05 0．56 0．31
「見捨てられ不安」 2．65 0．61 0．37
「関係の中での自己の定位」 2．53 0．65 0．43
「関係性」に基づくアイデンティティ尺度得点 2．85 0．44 0．19
Big Five尺度
「外向性」 4．34 0．76 0．57
「誠実性」 4．39 0．73 0．53
「情緒不安定性」 4．72 1．24 1．53
「開放性」 4．17 0．91 0．82
「調和性」 4．39 0．67 0．45
自意識尺度
「公的自意識」 4．78 1．01 1．02
「私的自意識」 4．70 0．90 0．81
自意識尺度得点 4．75 0．83 0．69
Table1．すべての尺度の因子得点と尺度得点の記述統計量
















教職履修 非教職履修 t 値
「個」としてのアイデンティティ尺度得点 2．69（0．46） 2．38（0．46） ．94**
「自己への信頼感・効力感」 2．48（0．65） 2．19（0．62） ．21**
「将来展望」 2．95（0．64） 2．47（0．67） ．99**
「自律性」 2．65（0．61） 2．50（0．59） ．44*
「関係性」に基づくアイデンティティ尺度得点 2．98（0．43） 2．76（0．42） ．44**
「自己を取り巻く世界への信頼感と関係性の価値づけ」 3．20（0．51） 2．95（0．57） ．26**
「見捨てられ不安」 2．77（0．63） 2．57（0．58） ．21**





















1年生 2年生 3年生 4年生 F 値
「個」としてのアイデンティティ
尺度得点
2．68（0．45） 2．64（0．47） 2．78（0．42） 2．69（0．46） 0．34
「自己への信頼感・効力感」 2．52（0．66） 2．43（0．70） 2．66（0．49） 2．44（0．65） 0．76
「将来展望」 2．88（0．62） 2．96（0．63） 3．12（0．67） 2．93（0．65） 0．68
「自律性」 2．63（0．58） 2．59（0．61） 2．55（0．61） 2．69（0．64） 0．44
「関係性」に基づくアイデンティ
ティ尺度得点
3．02（0．43） 2．96（0．49） 2．93（0．39） 2．99（0．43） 0．25
「自己を取り巻く世界への信頼感
と関係性の価値づけ」
3．22（0．50） 3．26（0．58） 3．10（0．53） 3．21（0．49） 0．41
「見捨てられ不安」 2．86（0．61） 2．67（0．75） 2．80（0．38） 2．77（0．64） 0．53


















1年生 2年生 3年生 4年生 F 値
「個」としてのアイデンティティ
尺度得点
2．42（0．48）2．42（0．44） 2．53（0．50） 2．67（0．46） 6．51**
「自己への信頼感・効力感」 2．28（0．69）2．27（0．59） 2．29（0．65） 2．42（0．65） 1．30
「将来展望」 2．48（0．70）2．53（0．65） 2．77（0．68） 2．91（0．65） 10．01**
「自律性」 2．58（0．57）2．48（0．59） 2．53（0．62） 2．68（0．64） 2．09
「関係性」に基づくアイデンティ
ティ尺度得点
2．91（0．44）2．83（0．42） 2．73（0．44） 2．97（0．43） 6．48**
「自己を取り巻く世界への信頼感
と関係性の価値づけ」
3．10（0．53）3．10（0．58） 2．89（0．55） 3．19（0．49） 5．95**
「見捨てられ不安」 2．62（0．64）2．62（0．58） 2．63（0．58） 2．76（0．63） 1．19
























「自己への信頼感・効力感」 2．36（0．64） 2．20（0．64） 1．76
「将来展望」 2．72（0．65） 2．68（0．67） 0．42







「見捨てられ不安」 2．71（0．62） 2．60（0．60） 1．25





















教職履修 非教職履修 t 値
「外向性」 4．53（0．71） 4．21（0．76） 4．54**
「誠実性」 4．34（0．76） 4．43（0．71） －1．18
「情緒不安定性」 4．56（1．29） 4．82（1．20） －2．17*
「開放性」 4．27（0．89） 4．10（0．91） 1．92
「調和性」 4．38（0．68） 4．39（0．67） －0．22
自意識尺度得点 4．77（0．84） 4．73（0．82） 0．57
「公的自意識」 4．72（1．02） 4．83（1．00） －1．07






















































































職履修者の方が高いという結果であった。Fenigstein, Scheier, & Buss（1975）に
よると，「私的自意識」とは，「自分の内面・気分など，外からは見えない自己
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1* 私は批判に対して敏感で傷つきやすい
2 私は人間関係を大事にしており，それによって多くのものを得ている
3 これまで私が築いてきた人間関係は，私にとって価値のあるものである
4* 私は時々，周囲の人や物事から取り残されて，一人ぼっちであるように感じる
5 私がこれまでに関わりをもった人々は，私によい影響を与えてくれた
6 これまでに出会った人々によって，今の自分が支えられていると感じる
7 自分が困ったときには，周りの人々からの援助が期待できる
8* 他者と一緒に何か物事を行うとき，私はよく受身的になってしまう
9 友人関係は，比較的安定していると思う
10*
人との集まりで他の人が私の考えに同意しないのではないかと思うと，自分の
意見を主張するのにためらいを覚える
11 周囲の人々によって自分が支えられていると感じる
12 集団内で，私はちゅうちょすることなく，自ら正しいと思うことを表明できる
13* 人から見捨てられたのではないかと心配になることがある
Appendix2「関係性」に基づくアイデンティティ尺度項目
項目番号右の「*」は，逆転項目であることを示す。
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